
活
渇

潟
潟
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潟
潟
潟
潟
潟
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潟
潟
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潟
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潟
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潟
潟
潟
潟
潟
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潟
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潟
潟
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潟

　

―
社
長
に
就
任
し
て
の

抱
負
は
？

　「
当
社
は
産
業
電
線
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
社
会

イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
豊
富
な

製
品
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て

い
る
。　
今
後
も
高
い
レ
ベ

ル
で
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
課

題
の
解
決
に
貢
献
し
て
い

く
。
さ
ら
に
『
古
河
電
工
グ

ル
ー
プ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３

０
』
の
実
現
に
向
け
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
領
域
で
の
挑
戦
を

続
け
て
い
く
」

　

―
こ
れ
ま
で
印
象
的
だ

っ
た
仕
事
は
？

「
　
年
代
前
半
は
古
河
電

００
で
機
能
製
品
（
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
加
工
製
品
）
事
業
に

携
わ
っ
て
い
た
。　

年
　
月

１０

１２

か
ら
製
造
部
長
に
な
り
、
こ

徳田繁 社長

れ
か
ら
と
い
う
時
に
、
東
日

本
大
震
災
が
起
き
た
。
幸
い

工
場
や
従
業
員
は
被
災
し
な

か
っ
た
が
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
は
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
。
材
料
不
足
や
計
画
停
電

が
続
く
中
、
製
品
を
供
給

し
、
被
災
し
た
顧
客
へ
の
支

援
を
続
け
た
。
当
社
工
場
の

従
業
員
と
一
致
団
結
し
、
乗

り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
現

在
も
顧
客
と
良
好
な
関
係
を

築
け
て
い
る
の
は
、
こ
の
経

験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
」

　
年
度
営
業
利
益
　
億
円
 

２３

１０

機
能
線
中
心
に
シ
フ
ト

―
　
年
度
の
事
業
実
績

２３

は
？「

売
上
高
は
２
３
２
億
円

で
前
年
度
比
増
、
営
業
利
益

は
約
　
億
円
で
増
益
。
原
価

１０

低
減
活
動
、
機
能
線
中
心
に

シ
フ
ト
し
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
の
見
直
し
、
機
能
線
の
内

製
化
な
ど
が
寄
与
し
た
。
ま

た
、
銅
価
、
材
料
、
人
件
費

の
上
昇
を
丁
寧
に
お
客
様
に

ご
説
明
し
た
結
果
、
適
正
な

価
格
転
嫁
が
実
施
で
き
た
」

―
　
年
度
の
事
業
見
通

２４

し
は
？

「
売
上
高
は
　
年
度
と
同

２３

水
準
の
見
通
し
だ
。
営
業
利

益
は
　
年
度
の
水
準
を
上
回

２３

る
勢
い
が
あ
る
」

―
注
力
製
品
は
？

「
ら
く
ら
く
ア
ル
ミ
ケ
ー

ブ
ル
の
売
上
は
年
々
倍
増
し

て
い
る
。　

年
度
は
３
億
９

２１

千
万
円
で
、　

年
度
は
　
億

２３

１２

４
千
５
０
０
万
円
で
３
倍
に

達
し
た
。　

年
度
は
５
倍
の

２４

　
億
円
、　

年
度
は
　
億
円

２０

２５

２５

を
目
指
し
て
い
る
。
銅
価
が

高
騰
し
、
ア
ル
ミ
導
体
ケ
ー

ブ
ル
へ
の
注
目
度
は
高
い
。

顧
客
の
認
知
度
が
高
ま
っ
て

き
た
と
感
じ
る
。

銅
導
体
ケ
ー
ブ
ル
と
比
較

し
て
、　

～
　
％
軽
く
、
３

３０

５０

分
の
１
柔
ら
か
い
。
２
分
の

１
の
力
で
剥
ぎ
取
れ
る
た

め
、
施
工
性
が
高
く
作
業
員

の
負
荷
を
低
減
で
き
る
。

　
建
設
・
電
販
向
け
の
他
に
、

太
陽
光
発
電
設
備
向
け
に
需

要
が
増
え
て
い
る
。
太
陽
光

発
電
設
備
で
は
銅
導
体
ケ
ー

ブ
ル
を
何
度
も
盗
難
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
盗
難
対
策
品

と
し
て
も
市
場
が
拡
大
し
て

い
る
。
他
に
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
や
物
流
倉
庫
の
需
要
も

あ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え

て
い
る
。
残
業
規
制
や
作
業

員
の
高
齢
化
が
叫
ば
れ
る
中

見
出
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
合
っ
た
製
品
だ
」

　

―
建
築
物
向
け
で
配
管

ス
ペ
ー
ス
の
問
題
は
？

「
ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
は
外

径
が
大
き
く
な
る
た
め
、
建

築
物
の
設
計
段
階
か
ら
配
管

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
。
古
河
電
工
や
Ｓ
Ｆ

Ｃ
Ｃ
と
連
携
し
な
が
ら
、
顧

客
に
認
知
度
ア
ッ
プ
を
働
き

か
け
て
い
る
。

平
塚
工
場
の
技
能
訓
練
セ

ン
タ
ー
で
は
、
軽
さ
や
柔
ら

か
さ
の
他
に
、
剥
ぎ
取
り
用

の
工
具
な
ど
を
実
際
に
使
っ

て
も
ら
い
、
特
長
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
る
」

―
他
に
注
力
製
品
は
？

「
盤
内
・
機
器
用
電
線
の

Ｅ
Ｍ
―
Ｌ
Ｍ
Ｆ
Ｃ
だ
。
全
サ

イ
ズ
で
セ
パ
レ
ー
タ
を
省
略

し
、
可
と
う
性
を
向
上
さ
せ

た
。
モ
ー
タ
ー
や
発
電
機
な

ど
の
用
途
が
増
え
て
い
る
。

エ
コ
電
線
だ
が
、
古
河
電
工

独
自
の
ポ
リ
マ
ー
技
術
に
よ

り
、
柔
ら
か
く
口
剥
き
が
楽

で
、
ら
く
ら
く
ア
ル
ミ
ケ
ー

ブ
ル
同
様
に
施
工
性
が
高
い
。

他
に
、
古
河
電
工
パ
ワ
ー

シ
ス
テ
ム
ズ
の
プ
ラ
グ
イ
ン

コ
ネ
ク
タ
を
搭
載
し
た
柔
軟

ケ
ー
ブ
ル
の
引
き
合
い
が
増

え
て
い
る
。
ス
キ
ル
が
必
要

な
盤
の
配
線
を
コ
ネ
ク
タ
接

続
に
す
る
こ
と
で
簡
略
化
し
、

施
工
性
を
高
め
、
誤
接
続
を

防
止
す
る
。
ト
ラ
ブ
ル
時
で

も
一
部
の
ケ
ー
ブ
ル
の
交
換

で
済
む
の
で
、
復
旧
も
早

い
。
現
在
伸
び
て
い
る
の
は

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
向
け
だ
。

い
ず
れ
の
製
品
も
柔
軟
性
が

あ
っ
て
軽
い
。
社
会
課
題
を

解
決
し
、
ス
キ
ル
レ
ス
や
工

数
減
を
実
現
し
て
い
る
」

メ
タ
ル
事
業
再
編

　
年
　
月
か
ら
４
拠
点
に

２５

１０

　

―
メ
タ
ル
事
業
再
編
の

効
果
は
？

「
産
業
分
野
が
主
力
の
当

社
や
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｃ
Ｃ
、
理

研
電
線
と
、
通
信
が
主
力
の

岡
野
電
線
、
そ
し
て
古
河
電

工
が
統
合
す
る
こ
と
で
、
研

究
、
開
発
、
製
造
、
販
売
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
の
シ

ナ
ジ
ー
効
果
を
見
込
ん
で
い

る
。
需
要
地
生
産
や
電
線
サ

イ
ズ
の
拡
充
な
ど
、
最
適
な

生
産
や
効
率
化
を
図
り
、
有

効
的
な
生
産
体
制
を
築
い
て

い
く
。
顧
客
か
ら
見
て
統
合

の
効
果
を
実
感
し
て
い
た
だ

く
形
を
目
指
す
」

　

―
再
編
で
生
産
拠
点
に

変
化
は
？

「
現
在
は
、
平
塚
工
場

（
神
奈
川
県
平
塚
市
）
と
九

州
工
場
（
北
九
州
市
門
司
区
）

の
２
拠
点
体
制
だ
。
統
合
後

は
、
古
河
電
工
と
理
研
電
線

の
千
葉
工
場
（
千
葉
県
市
原

市
）
と
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｃ
Ｃ
の

福
井
工
場
（
福
井
県
坂
井
市
）

の
４
拠
点
と
な
る
」

　

―
２
０
２
４
年
問
題
へ

の
対
策
は
？

「
適
正
価
格
で
の
配
送
、

荷
待
ち
・
荷
役
面
の
ホ
ワ
イ

ト
物
流
を
推
進
し
て
い
る
。

従
来
か
ら
Ｓ
Ｂ
Ｓ
古
河
物
流

と
連
携
し
、
古
河
電
工
グ
ル

ー
プ
内
で
の
共
同
配
送
、
積

載
率
ア
ッ
プ
、
ハ
ブ
ア
ン
ド

ス
ポ
ー
ク
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
」

　

―
中
長
期
計
画
は
？

「
古
河
電
工
グ
ル
ー
プ
の

　
中
計
に
向
け
て
着
実
に
進

２５ん
で
い
る
。
そ
の
先
の
『
古

河
電
工
グ
ル
ー
プ
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
３
０
』
で
は
、
ら
く
ら

く
ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
の
　
年
３０

度
の
売
上
高
は
　
億
円
が
目

５０

標
だ
」

　

―
最
重
要
課
題
は
？

「
経
営
面
で
は
、
機
能
線

を
中
心
と
し
た
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
転
換
や
営
業
利
益
の

改
善
は
か
な
り
進
ん
だ
。
環

境
面
で
は
、
設
備
の
老
朽
化

へ
の
対
応
と
人
的
リ
ソ
ー
ス

の
確
保
だ
。
今
年
４
月
か

ら
、
本
社
、
平
塚
工
場
、
九

州
工
場
の
全
拠
点
で
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
力

に
切
り
替
え
た
。
３
拠
点
の

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
約
　
％
削

８５

減
で
き
て
い
る
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
今
度
も
継
続
す

る
」

【
趣
味
や
休
日
の
過
ご
し

方
】

大
型
バ
イ
ク
。
愛
車
は
米
Ｂ

ｕ
ｅ
ｌ
ｌ
（
ビ
ュ
ー
エ
ル
）

社
製
で
、
富
士
山
や
伊
豆
方

面
へ
ツ
ー
リ
ン
グ
に
行
く
。

今
年
の
４
月
に
古
河
電
工
産
業
電
線
の
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
し
た
徳
田
繁
氏

は
、
就
任
の
抱
負
に
つ
い
て
、「
高
い
レ
ベ
ル
で
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
社
会
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
」
と
語
っ
た
。
同
社
の
特
長
に
つ
い
て
は
「
産
業

電
線
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
豊
富
な
製
品
を
持
っ
て
い

る
」
と
し
、　

年
　
月
の
メ
タ
ル
事
業
再
編
、　

年
の
「
古
河
電
工
グ
ル
ー
プ
ビ
ジ
ョ

２５

２０

３０

ン
２
０
３
０
」
に
向
け
て
、
主
力
の
ら
く
ら
く
ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
の
売
上
増
と
市
場
拡

大
を
目
指
す
。

ら
く
ら
く
 

 　
年
度
　
億
円
目
標

２５

２５

メ
タ
ル
電
線
事
業
再
編
で
４
拠
点
体
制
へ

ア

ル

ミ

ケ
ー
ブ
ル

古河電工産業電古河電工産業電線線

工
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